
仙台市榴ケ岡市民センターで検索または 

http://www.sendai-shimincenter.jp/miyagino/tsutsujigaoka/index.html  
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〒983-0842 仙台市宮城野区五輪 1-3-1 

TEL 299-5666 FAX 299-5690 

講座のご案内 

１．対  象：満 60歳以上の方 (令和 5年 4月 1日現在) 

２．定  員：４５名（応募者多数の場合は抽選）    

３．応募方法：〈官製はがき、または 6３円切手貼付のはがき〉 と ＜申込用紙＞を窓口に持参 

               募集要項・申込用紙は、榴ケ岡市民センター窓口で配布しています。 

４．応募期間：令和５年 3月 10日（金）～3月 31日（金）（消印有効） 

                   ※応募期間内に窓口に来られない場合は、往復はがきの往信用の文面

に必要事項（郵便番号・氏名・ふりがな・住所・年齢・性別・電話番号）

を記入し、榴ケ岡市民センターあてに郵送してください. 

※講座の開催につきましては、今後の新型コロナウイルス感染状況によって変更になる場合があります。 

 
       

 

東口ゆうえんち恒例の「真 
冬のおばけやしき」が 3年 
ぶりに２月１９日（日）に開催 
されました。 
企画員のみなさんは、感染 
対策を講じた内容を検討し、 
子どもたちの笑顔（怖がる様 
子？）を楽しみに準備を進めてきました。 

当日は怖いながらも精一杯頑
張る子どもたちの様子が印象的
でした。また、体育館では紙ひこう
き、工作やお絵かきコーナーなど
を笑顔で楽しむ様子がみられま
した。今回は受付早々に定員に達 

してしまい残念なが
ら参加できなかっ 
た方々、またの機会 
にぜひゆうえんちに 
来てくださいね。 

講座のご報告 

令和５年度 榴ケ岡老壮大学の申込について 

当日は参加者、保護者、スタッフ約 80名でにぎわいました 

東口ガイドボランティア 
「宮城野さんぽみち」との 
共催事業、東口ガイドボラ 
ンティア公開＆養成講座を 
開催しました。公開講座は 
1/28、養成講座は 2/4、 
2/11、2/18に行い、榴ケ岡 
市民センターを拠点としてガイド活動をしている案内人
の皆さんが主となり内容を企画しました。ガイド知識の
向上と新たな人材獲得のため、二十人町のジオラマ、駅
東エリアの区画整理、島崎藤村と土井晩翠、榴ヶ岡の地
政学について講義がありました。 

どの講義も、東口の新た 
な一面を知識として身に 
つけられる内容で、受講者 
も興味津々で聴講してい 
ました。今回の内容やガイ 
ド活動に興味のある方は、 
センターまでお問い合わ 
せ下さい。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度の 

減免登録継続申請はお済ですか？ 

時間：9:00～17:00 

３月４日（土）・５日（日）１１日（土）・1２日（日） 

1８日（土）・１９日（日）・2６日（日） 

時間等やむを得ず変更になる場合があります。 

 

 

市民センターに 

お忘れものはありませんか？ 

３／1（水）～３／２６（日）まで 

 1階ロビーに忘れ物を展示します。 

お心当たりのある方は事務室に 

お声がけください。 

※展示期間を過ぎたものは、処分させてい

ただきます。ご了承ください。 

時間：9:00～17：00 

３月 1１日（土）・2５日（土）   

使用方法など詳細はお問い合わせください。 

※講座の受講者募集等でいただいた個人情報は、講座運営以外には使用いたしません。用紙はリサイクルできます。 

体育館個人使用日 

 

榴ケ岡市民センター（榴岡公園南側）  

 

 

 

生涯学習支援センター（パルシティ仙台 5階）  

◆ 種  目 バドミントン・卓球ができます。＊用具とシューズはお持ちください。 

◆ 使用料 1回の受付につき２時間 小中学生 120円、一般 240円 

使用方法など詳細は 

各センターへお問い合 

わせください。 

 

3月の休館日：６日（月）・１３日（月）・2０日（月）・2２日（水）・２７日（月） 
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１月初旬のある夕刻、「朝から榴岡公園の木の上

に猫がいる、どうしたものか」と市民の方が知らせ

に来てくれました。寒空の下、お腹を空かせて降り 

 

 

 

られずに困っているのでは、という切実な優しさが

伝わってきます。私たち職員も心配になり気をもん

でいると…“カチッ”О館長の中のスイッチ音が確

かに聞こえてきました。刹那、館長を隊長に緊急レ

スキュー隊発動。脚立を抱え走る隊長、追う私。は

やい、まって、追いつけない。これ訓練ですか？い

え、本番です。 

警官、公園課職員、通りすがりの人々が見守る

中、時間をかけて説得が行われました。さあ家のこ

たつに帰ろう、おいしいごはんも待っている。おい

で大丈夫、君ならきっと乗り越えられる、この物価

高のきびしい世の中も。   

 

 

 

 

しかし耳を貸さず一瞥をくれるのみの猫に“トモ

ダチ作戦”を断念、落としてキャッチする“愛の不時

着作戦”に変更です。私たちの愛は受け止められる

でしょうか。しかしこれが裏目に出てしまい、さらに

上へ逃げてしまう結果に。あぁ隊長、むこうが一枚

上手です。日没までねばったのですがオペレーショ

ンは失敗、無念の撤退となりました。木の上で仙人

のように泰然と下界を見下ろす猫「けっこう気に入

っているんだこの眺め、みんな遊んでくれてありが

とう」ん、空耳か？ 

 新年早々の顛末に、干支に猫がないことに対する

静かなる抗議ではないかという見解も。我々をはじ

めとしてけっこうな人が呼び寄せられたわけですか

ら、迷い猫と思いきや招き猫だったということなの

でしょうか。（関沢） 

 

＊はやくも年度末、このコラムは最終回です。 

皆さま、ご笑覧いただきありがとうございました。 

 

ッコウ気に入っているんだ、このながめ 
〈新種発見：ツツジガオカチイキネコ〉 

 

〈令和 5年度の市民センター使用料について〉 
 

５割減免団体及び６項１０割団体は毎年 

継続の手続きが必要です。まだ継続申請をさ

れていない団体で６月以降も減免を希望され

る団体はお早めに手続きをお願いします。 
 

“ ねずみ や うさぎ はいるというのに！ ” 

 


